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旧杉並区立南伊豆健康学園跡地を活用した 

太陽光発電設備導入検討調査業務に係る公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 目的 

 杉並区（以下「区」という。）では、令和３年 11 月に、2050 年までに温室効果ガス排出量実質ゼ

ロを目指す「杉並区ゼロカーボンシティ宣言」を行いました。 

区は、これまでも、再生可能エネルギーの活用や省エネ対策の推進を図るなど、地球温暖化防止

に資する取組を進めてきましたが、「ゼロカーボンシティ」の実現に向けては、より一層の取組が必

要となります。 

この度、区が所有する旧杉並区立南伊豆健康学園跡地を活用した太陽光発電設備の導入を検討す

るに当たり、その調査方法及び前提となる事業手法について、専門的な知識やノウハウを活かした

提案を行う事業者を、公募型プロポーザル方式により募集・選定します。 

 

２ 業務の概要 

（１）業務名 

旧杉並区立南伊豆健康学園跡地を活用した太陽光発電設備導入検討調査業務 

（以下、「本業務」という。） 

（２）業務内容 

   詳細は、別紙「業務説明書」参照 

（３）履行期間 

   契約締結の翌日から令和５年３月 31 日（金） 

（４）事業規模（上限額） 

   7,300,000 円（消費税及び地方消費税込み） 

 

３ 参加資格 

 本プロポーザルの参加資格は、以下の要件を満たす事業者とします。 

（１） 法人格を有していること。 

（２） 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当していないこと。 

（３） 杉並区競争入札参加有資格者指名停止に関する要綱（平成22年3月23日杉並第65476号）に

定める指名停止要件に該当していないこと。 

（４） 杉並区契約における暴力団等排除措置要綱（平成23年1月17日杉並第53890号）に定める除

外措置要件に該当していないこと。 

（５） 会社更生法（平成14年法律第154号）に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生法（平

成11年法律第225号）に基づく再生手続開始の申立てがなされていないこと。 

（６） 法人税、法人事業税及び地方法人特別税、消費税及び地方消費税を完納していること。ただ

し、新型コロナウイルス感染症等の影響により納税の特例猶予を受けている場合はその旨を

証する書類を提出すること。 
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（７） 共同事業体として参加する場合は、次の項目によること。 

  ① 代表する法人（以下「代表法人」という。）を定め、共同事業体の代表者を代表法人に属する

者の中から指定すること。 

  ② 共同事業体の構成法人は、上記（１）～（６）を満たしていること。また、本プロポーザル

の共同事業体の構成法人又は単独の参加者が、本プロポーザルの他の共同事業体の構成法人

となることはできないものとする。 

  ③ 参加申込み後の代表法人及び構成法人の変更は、原則として認めない。 

    ④ 別紙「提出書類一覧」の№２～５の書類について全構成法人のものを提出すること。 

（８） 国、他自治体等の官公庁又は民間企業において、太陽光発電設備の導入実績があること。た

だし、共同事業体として参加する場合は、共同事業体の構成法人のうち１以上の法人がこの

条件を満たすこと。 

 

４ 実施手順 

 公募から受託者候補者選定までの実施手順は以下のとおりです。 

内容 期間等 

実施要領の公表  令和４年１０月２５日（火）  

質問受付期限 令和４年１１月 １日（火）１５時（必着）  

企画提案書等提出期限  令和４年１１月１５日（火）１５時（必着） 

第一次審査（書類審査） 結果の通知 令和４年１１月２４日（木）（予定）  

第二次審査（プレゼンテーション、 

ヒアリング審査）  
令和４年１２月 １日（木）（予定）  

選定結果の通知 令和４年１２月 ８日（木）（予定） 

 

５ 実施要領の内容についての質問受付及び回答 

（１）受付方法 

「質問書」（様式４）に質問内容を記載の上、電子メールにより提出してください。 

なお、件名は「旧杉並区立南伊豆健康学園跡地を活用した太陽光発電設備導入検討調査業務質

問書【事業者名】」としてください。 

（２）受付先 

「11 担当部署（事務局）」に同じ 

（３）受付期限 

令和４年 11 月１日（火）15 時（必着） 

（４）回答方法 

質問に対する回答は、令和４年 11 月８日（火）以降、区公式ホームページ上で回答します。 

（https://www.city.suginami.tokyo.jp/nyusatsu/proposal/index.html） 

https://www.city.suginami.tokyo.jp/nyusatsu/proposal/index.html
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（５）その他 

  ・質問書は暗号化して送信してください。 

・電話での質問及び回答に対する再質問には応じられません。 

 

６ 提出書類について 

（１）提出書類及び部数 

別紙「提出書類一覧」のとおり 

（２）作成方法 

  ① 提出書類は、正本と副本をそれぞれ製本（Ａ４縦長ファイル等で綴じる。）し、提出書類一

覧を先頭に綴じ、提出書類一覧の項目ごとにインデックスを付けて提出してください。 

    ② 別紙「提出書類一覧」に掲げる各様式は、Ａ４サイズ縦長を定型とします。 

 Ａ３サイズの場合は、片袖折りとし、Ａ４サイズ縦長の形式で提出してください。 

    ③ 正本・副本 

ア 正本は、「参加事業者」が特定できるよう作成をお願いします。 

イ 副本は、審査用とするため、「参加事業者」が特定される情報は一切記載しないでくださ

い。ただし、「参加事業者」以外の名称やロゴマーク等については、この限りではありませ

ん。 

ウ 正本を複写し、副本として活用する場合は、副本の「参加事業者」を特定する名称、ロゴ

マーク等を黒塗りするなどしてください。 

（３）提出方法 

「11 担当部署（事務局）」へ持参又は郵送（書留郵便に限る。）により提出してください。 

※郵送の場合は、封書表面の欄外に「旧杉並区立南伊豆健康学園跡地を活用した太陽光発電

設備導入検討調査業務に係る公募型プロポーザル応募書類在中」と朱書きしてください。 

（４）提出期限 

令和４年 11 月 15 日（火）15 時（必着） 

（５） 留意事項 

① 企画提案書の作成について 

・別紙「業務説明書」の内容を踏まえ、「企画提案書」（様式３）を使用して作成してくださ

い。なお、記入欄が不足する場合等は適宜追加して記載してください。また、文章及び図

表は、できる限り平易な表現を使用してください。 

・企画提案者の知識、経験、ノウハウ等を活用し、本業務の成果が最大限となるよう企画の

提案に努めてください。 

・記載内容 

1 会社概要 5 業務内容に関する提案 

(1)導入予定地の情報収集・現地調査 

(2)導入設備に関する調査・検討 

(3)発電量の試算及びインバランス 

(4)二酸化炭素排出量の削減効果 

(5)その他、必要とする調査項目 

2 業務実績 

3 業務遂行能力 

 (1)実施方針 (2)実施体制 (3)実施計画 

4 事業手法に関する提案 

 (1)事業手法 (2)部分供給 
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② 提出書類に乱丁、落丁、黒塗り漏れ等、手続きに不備が多い場合は、失格となる場合がある

ので、特にご注意ください。 

  ③ 提出書類の未着又は遅延等の場合は、理由の如何を問わず、未提出として取り扱います。  

④ 電子データでの提出は受け付けておりません。 

 

７ 受託者候補者の選定基準 

旧杉並区立南伊豆健康学園跡地を活用した太陽光発電設備導入検討調査業務受託者候補者選定

会議（以下「選定会議」という。）において、企画提案書等の提出書類及びプレゼンテーションの

内容等を審査し、本業務に最も適していると認められる事業者を受託者候補者として選定します。 

なお、区で設定する２（４）事業規模の上限額を超える提案を行った参加事業者は、審査対象と

なりません。 

（１）評価基準の概要 

 ① 経営状況等 

評価項目 評価内容 

経営状況 ・経営状況、財務状況 

業務実績 ・接続検討申込及び太陽光発電導入実績 

 

 ② 企画提案内容 

評価項目 評価内容 

調査業務遂行力 ・実施方針・体制・計画 

提案内容 

の妥当性 

・事業手法、部分供給 

・情報収集、現地調査 

・導入設備 

・発電量の試算及びインバランス 

・二酸化炭素削減効果 

・その他（必要とする調査項目） 

資料調整能力 ・企画提案書は分かりやすいか 

費用対効果 ・調査費の積算は適切であるか 

 

 ③ 総合評価 

評価項目 評価内容 

総合評価 ・全体を通した総合評価を行う 

 

（２） 審査方法 

① 第一次審査（書類審査） 

提出された企画提案書等に対し、選定会議で第一次審査を実施し、第一次審査通過者（第一次

審査配点合計の６割以上を取得した事業者のうち上位３事業者程度を想定）を選定します。 

第一次審査の結果は、令和４年 11月 24 日（木）（予定）に、第一次審査の対象となった全て
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の事業者に通知します。 

② 第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング審査） 

第一次審査通過者に対し、選定会議において、企画提案の内容に係るプレゼンテーション及び

ヒアリングを実施し、契約を締結する受託者候補者（配点総合計の６割以上を取得した最上位の

事業者）を選定します。 

③ 受託者候補者選定結果通知 

  令和４年 12月８日（木）（予定）に、全ての第二次審査参加事業者に対して通知します。 

 また、受託者候補者名は区ホームページ上で公表します。 

なお、非選定の通知を受けた参加事業者は、非選定理由について説明を求めることができます。 

 

 

８ 参加事業者の失格 

次のいずれかに該当する場合は、失格とします。 

なお、失格した場合であっても、既に提出された企画提案書等は返却しません。 

（１） 提出書類に虚偽の記載があった場合 

（２） 参加資格を満たさなくなった場合 

（３） 審査の公正性・公平性を害する行為があった場合 

応募事業者（応募予定者の関係者を含む）は、選定会議の設置から選定結果の通知が来るま

での間、選定会議委員及びこの募集に関係する区職員（以下「選定委員等」という。）に対し、

金銭・物品を贈与すること、接待すること等、自己を有利にする又は他者を不利にすることを

目的とした接触を禁止します。接触の事実が認められた場合は、失格となります。ただし、以

下のような場合は含まれません。 

・実施要領に基づく区が実施する説明会・現地見学会等への参加 

・実施要領に基づく区への質問及び書類の提出等 

・現に区と契約等を締結している委託業務及び指定管理業務等の履行に必要な行為 

・自らが構成員の一員となる団体（区との契約の相手方である等の利害関係がない 

ものに限る。）と区が行う事業推進に関する意見交換会等の出席（当該団体が応募 

関係者である事業者等の利益のためにする行為を行う場合を除く。） 

・区が主催する審議会、意見交換会等への出席 

（４） 企画提案書等の提出期限が守られなかった場合 

（５） 前各号に定めるもののほか、提案に当たり著しく信義に反する行為があったと認められる場

合 

 

９ 契約 

（１） 選定された受託者候補者と区が協議し、本業務に係る仕様を確定させた上で契約を締結し

ます。また、仕様書の内容は提案された内容を基本としますが、受託者候補者と区の協議によ

り最終的に決定します。 

（２） 本プロポーザルにより選定された受託者候補者が、「８参加事業者の失格」に該当すること
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が判明した場合、又は契約締結交渉が不調となった場合若しくは辞退した場合は、次順位の

参加事業者と契約締結交渉するものとします。 

（３） 契約書は、原則として区指定の標準契約書を使用します。 

（４） 本業務後の太陽光発電設備の整備実施等に当たっては、太陽光パネル等のレイアウト設計

業務等が本委託業務に含まれており、事業効率及びコスト抑制の面から、原則として本業務

の受託者候補者を整備実施事業者の第一候補として協議を行います。 

 

10 その他留意事項 

（１） 本プロポーザルの参加に必要となる諸費用は、全て参加事業者の負担とします。 

（２） 提出書類は、日本語を用いるものとし、やむを得ず外国語で表記するものについては、その

日本語の訳文を付記又は添付すること。また、通貨は日本円とします。 

（３） 書類を提出した後、企画提案書等を修正又は変更することは一切認めません。 

（４） 提出された企画提案書等は返却しません。 

（５） 企画提案書等について、第三者から情報公開請求があった場合は、杉並区情報公開条例に

基づき、公開することがあります。また、区は提出された文書等について、必要に応じて使用

できるものとします。 

（６） 選定会議で審査をした結果、一定の点数を満たす応募事業者がいなかった場合、受託者候

補者を選定しないこととします。 

（７） 本プロポーザルにより選定された受託者候補者が区と契約を締結する場合においては、本

業務の全部又は主要な個所を一括して第三者に委託することを禁止します。ただし、本業務

の一部を第三者に委託する場合で、あらかじめ区の承諾を得たときは、この限りではありま

せん。 

（８） 参加事業者が本プロポーザルを途中で辞退する場合は、直ちに、「11 担当部署（事務局）」

に記載された担当者に連絡の上、速やかに「辞退届」（様式５）を持参又は郵送により提出し

てください。 

 

11 担当部署（事務局） 

 所在地：〒166-8570 杉並区阿佐谷南一丁目 15 番 1 号 

 部 署：杉並区環境部環境課温暖化対策担当（杉並区役所西棟 7階） 

 電 話：03-3312-2111 内線 3712 

 E-mail：KANKYO-K@city.suginami.lg.jp 

 

mailto:KANKYO-K@city.suginami.lg.jp
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業務説明書 

 

１ 業務名 

 旧杉並区立南伊豆健康学園跡地を活用した太陽光発電設備導入検討調査業務 

（以下「本業務」という。） 

 

２ 業務の目的 

 本業務は、杉並区（以下「区」という。）が所有する旧杉並区立南伊豆健康学園跡地を活用した太

陽光発電設備の導入を円滑かつ着実に推進するため、必要な調査を実施することを目的とする。 

 

３ 履行期間 

 契約締結の翌日から令和５年３月３１日（金） 

 

４ 導入予定地  

旧杉並区立南伊豆健康学園跡地 ※詳細は別紙「旧杉並区立南伊豆健康学園跡地」参照 

【所在地】静岡県賀茂郡南伊豆町湊字新田谷戸 779 番 3 外 

【面 積】13,576.55 ㎡（設置対象予定地：更地済みの約 8,000 ㎡） 

  【土 地 状況】更地、斜面、森林 

 

５ 業務内容 

 区では、旧杉並区立南伊豆健康学園跡地に設置した太陽光発電設備からの発電電力を、自己託送

により区役所本庁舎（※詳細は別紙「区役所本庁舎電気使用量等」参照）で自家消費することを想定

している。本業務においては、東京電力パワーグリッド株式会社（以下「東電ＰＧ」という。）への

接続検討申込のほか、以下の調査・検討を行うこと。 

 （１）接続検討申込（ノンファーム型接続適用） 

  東電ＰＧへ接続検討申込を行う際には、区と十分な協議を行うこと。なお、申込書類一式の写

し及び東電ＰＧからの回答書類一式を区に提出すること。 

（２）導入予定地の情報収集・現地調査 

  ①建築基準法等の法令による制限 

②土地条件（地盤調査、透水試験、測量等） 

③工事中の粉塵・騒音・振動回避の可能性 

④周辺環境・建物への影響（パネルの反射、設備騒音等） 

⑤想定される災害リスクとその対応 

（復旧費用を要する場合は、その費用負担割合などの整理） 

⑥設備導入に当たり解消すべき課題とその対応 

（３）導入設備に関する調査・検討  

   ① 導入設備仕様（容量、重量等） 

   ② 導入設備のレイアウト作成 

   ③ 設備導入によるイニシャルコスト及びランニングコストの試算 
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（４）発電量の試算及びインバランス 

   ① 導入予定地において（３）で提示した設備を用いた場合の発電量を試算すること。 

      ② 余剰インバランス及び不足インバランスの発生を見込む場合、その回数（回）並びにイン

バランス量（KWh）について記載すること。 

③ その他条件は必要に応じて設定し、算出根拠を明確に示すこと。 

 （５）二酸化炭素排出量の削減効果 

 （６）事業手法の検討 

   ① 区の費用負担額及び運用に係る手続や条件等について示すこと。 

   ② 事業採算性の検討・評価 

      ③ 事業化に向けた行程表作成 

     （７）見積書の提示 

      上記内容を基に、太陽光発電設備の整備実施事業者に対する区の費用負担額を示すこと。 

 （８）その他、上記以外に含めるべき調査項目があれば提案すること。 

 

６ 成果品 

 （１）調査報告書 

    ・印刷物（Ａ４版、両面印刷、カラー） １部 

    ・電子データ一式（形式：word 又は Excel、保存媒体：CD-R 又は DVD-R） 

（２）調査に用いた参考資料 

・電子データ一式（形式：word 又は Excel、保存媒体：CD-R 又は DVD-R） 

 

７ 納入場所 

 杉並区役所環境部環境課温暖化対策担当 

 

８  支払方法 

本業務に係る支払いは、区の履行確認後、受託者からの適正な請求により一括で支払うものと

する。 

 

９  業務の履行の質の確保及び履行状況の評価 

(１) 受託者は当該業務を実施するに当たり、業務の安定した履行を確保するため、様々な観点か

ら、質を高める取組を行うように努めなければならない。 

(２) 区は、「履行評価基準」に基づき、区が定める時期に受託者の履行状況を評価するものとす

る。 

 

10  その他 

(１) 本業務の遂行に当たり、区と都度十分な打合せの上、進めること。 

(２) 区と打ち合わせをした際には、受託者が議事録を作成すること。 

(３) 本業務により作成された報告書、資料等の著作権は区に帰属する。 

(４) 本業務の実施に当たり、経費や調査団体等への謝礼金等が発生する場合は全て契約金額に含



 

3 

 

まれるものとする。 

(５) 物品配送等に使用する車両は、原則として低公害車（天然ガス車、九都県市指定・国土交通

省指定のガソリン車･LPG 車等）とすること。その中でも、低燃費車（自動車の燃費性能の評

価及び公表に関する実施要領（平成１６年国土交通省告示第６１号）に基づき、同要領に定

める基準に適合すると判定された車）の使用に努めること。なお、規制等に適合する自動車

であることを確認するため、当該自動車の自動車検査証（車検証）、粒子状物質減少装置装

着証明書等の提示又は写の提出を求められた場合には、速やかに提示又は提出すること。 

(６) 本業務説明書に定めのない事項又は疑義が生じた場合は、区と受託者が協議の上決定するこ

と。 



 

別紙【旧杉並区立南伊豆健康学園跡地】 

弓ヶ浜クラブ 敷地面積

静岡県
賀茂郡
南伊豆町
湊字新田谷戸

779番3外 13,576.55㎡

所　　在

設置対象予定地 

更地済みの約 8,000 ㎡ 



別紙【区役所本庁舎電気使用量等】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

790 770 590 631 646 605 746 739 569 605 614 732 - - -

258,245 241,508 215,791 219,297 226,687 202,827 238,523 213,846 194,776 205,257 192,695 202,585 2,612,037 2,990,465 2,866,677

（コージェネレー
ションシステム）

(出力電力)
370 0 3,188 72,215 65,626 68,914 65,762 36,106 26,726 65,683 62,426 59,123 69,280 595,049 604,746 636,005

区役本庁舎
合計

1,270 258,245 244,696 288,006 284,923 295,601 268,589 274,629 240,572 260,459 267,683 251,818 271,865 3,207,086 3,595,211 3,502,682

※　本庁舎においては、実績のとおりガスコージェネレーションシステムの活用を前提とするが、事故や点検等によるシステム非稼働時の電力量を考慮すること。

区役所本庁舎 900 6,000V 高圧

最大電力（Kw）・使用電力量（Kwh)

令和３年
（上段：最大電力、下段：使用電力量）

令和２年
合計
（kwh）

令和元年
合計
（kwh）

施設名
契約
電力
(kw)

供給
電圧

受電
種別


